
全 住 協 第２９７号 

令和４年２月２４日 

 

会 員 各 位 

 

一般社団法人 全国住宅産業協会 

事 務 局 長 米 山 篤 史 

 

改正長期優良住宅普及促進法の一部施行に伴う宅地建物取引業法施行令及び 

宅地建物取引業法の解釈・運用の考え方の一部改正について 

 

国土交通省から標記についての周知依頼がありましたのでお知らせします。詳細は別添

資料をご参照ください。 

 

記 

 

１．通知等資料 (1)宅地建物取引業法施行令及び宅地建物取引業法の解釈・運用の考え方の

一部改正について(令和４年２月１８日 国不動第１３３号) 

(2)(別紙１)宅地建物取引業法施行令(抄)(第二条関係) 

(3)(別紙２)重要事項説明の様式例(抜粋) 

(4)(参考)住宅の質の向上及び円滑な取引環境の整備のための長期優良

住宅の普及の促進に関する法律等の一部を改正する法律(概要) 

※(2)と(3)は全住協ＨＰにも掲載。 

 

２．参 考 Ｈ Ｐ (1)宅地建物取引業法法令改正・解釈について(国交省ＨＰ) 

https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/1_6_bt_000268.html#saikin 

(2)｢住宅の質の向上及び円滑な取引環境の整備のための長期優良住宅の

普及の促進に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う関係

政令の整備に関する政令案｣等を閣議決定(国交省ＨＰ) 
https://www.mlit.go.jp/report/press/house04_hh_001038.html 

(3)｢住宅の質の向上及び円滑な取引環境の整備のための長期優良住宅の普及の

促進に関する法律等の一部を改正する法律案｣を閣議決定(国交省ＨＰ) 

https://www.mlit.go.jp/report/press/house04_hh_000981.html 

 

３．問 合 せ 先 (一社)全国住宅産業協会 担当：原田 

          ＴＥＬ ０３－３５１１－０６１１          以 上  



 

国 不 動 第 １ ３ ３ 号 

令和４年２月１８日 

 

 

各業界団体の長あて 

 

 

 

国土交通省不動産・建設経済局不動産業課長 

（公 印 省 略） 

 

 

宅地建物取引業法施行令及び 

宅地建物取引業法の解釈・運用の考え方の一部改正について 

 

令和３年５月 28 日に、下記１．のとおり住宅の質の向上及び円滑な取引環境の整

備のための長期優良住宅の普及の促進に関する法律等の一部を改正する法律（令和３

年法律第 48 号。以下「改正法」という。）が公布され、その一部が令和４年２月 20

日から施行される。これに伴い、住宅の質の向上及び円滑な取引環境の整備のための

長期優良住宅の普及の促進に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う関係

政令の整備に関する政令（令和３年政令第 282号）において、宅地建物取引業法施行

令（昭和 39 年政令第 383 号）について下記２．のように改正を行い、改正法の施行

と同日の令和４年２月 20日から施行される。 

また、上記の改正を踏まえ、宅地建物取引業法の解釈・運用の考え方（平成 13 年

国総動発第３号。以下「ガイドライン」という。）について下記３.のとおり改正を

し、改正法の施行と同日の令和４年２月 20日から施行することとした。 

貴団体におかれても、貴団体加盟の宅地建物取引業者に対する周知及び指導を行

われたい。 

 

記 

 

１．長期優良住宅の普及の促進に関する法律の改正内容（宅地建物取引業法施行令関

係） 

改正法による改正後の長期優良住宅の普及の促進に関する法律（平成 20 年法律

第 87号）第 18条第１項により、その敷地面積が一定規模以上である住宅のうち、

認定長期優良住宅建築等計画に基づく建築に係る住宅（以下「認定長期優良住宅」

という。）であって、建築基準法（昭和 25年法律第 201号）第２条第 35号に規定

する特定行政庁が交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がなく、かつ、その建蔽

率、容積率及び各部分の高さについて総合的な配慮がなされていることにより市街

地の環境の整備改善に資すると認めて許可したものの容積率は、その許可の範囲内



 

において、同法第 52条第１項から第９項まで又は第 57条の２第６項の規定による

限度を超えるものとすることができることとされた。 

 

２．宅地建物取引業法施行令の改正点（別紙１参照） 

（１）広告や契約締結等の開始に必要とされる許可等の処分の追加について（第２

条の５関係）  

宅地建物取引業法（昭和 27 年法律第 176 号）第 33 条及び第 36 条においては、

宅地建物取引業者が宅地の造成又は建築物の建築に関する工事の完了前に当該工

事に係る宅地又は建物について広告し、または、自ら売主となる売買契約の締結等

を行う場合は、政令で定める許認可等があった後にこれを行うこととしているとこ

ろ、具体的な許認可等の内容について宅地建物取引業法施行令第２条の５において

定めている。 

改正法による改正後の長期優良住宅の普及の促進に関する法律第 18 条第１項に

おいて、認定長期優良住宅に係る容積率制限の特例の許可が新設されたことを踏ま

え、当該条項の許可を宅地建物取引業法施行令第２条の５に定める法令に基づく許

可等の処分に追加する改正を行った。 

 

（２）重要事項説明の追加について（第３条関係） 

宅地建物取引業法第 35 条第１項第２号においては、宅地又は建物の使用等につ

いて法令上の制限がある場合に、購入者等が不測の損害を被ることを防止するた

め、宅地建物取引業者に宅地建物取引業法施行令第３条第１項で定める法令に基づ

く制限を重要事項として説明するよう義務付けている。 

 改正法による改正後の長期優良住宅の普及の促進に関する法律第 18 条第１項に

おいて、認定長期優良住宅に係る容積率制限の特例の許可が新設されたことを踏ま

え、当該条項を宅地建物取引業法施行令第３条第１項に定める法令に基づく制限に

追加する改正を行った。 

 

※その他宅地建物取引業法施行令第２条の５及び第３条第１項の号番号の枝番号を

解消する改正を行った。 

 

３.「宅地建物取引業法の解釈・運用の考え方」の改正点（別紙２参照） 

２．を踏まえ、ガイドライン別添３「重要事項説明の様式例」のうち、記載要領

③の「法令名」の欄に記載する法律に、長期優良住宅の普及の促進に関する法律を

追加する等の所要の改正を行う。 
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○

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
三
十
三
条
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
）

（
法
第
三
十
三
条
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
）

第
二
条
の
五

法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
六
条
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分

第
二
条
の
五

法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
六
条
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分

で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
本

一

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
本

文
、
第
四
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
四
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
四

文
、
第
四
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
四
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
四

十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第

十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第

五
十
七
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
三
条

五
十
七
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
三
条

第
一
項
及
び
第
六
十
五
条
第
一
項
の
許
可
並
び
に
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
及

第
一
項
及
び
第
六
十
五
条
第
一
項
の
許
可
並
び
に
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
及

び
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

び
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

二

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
三
条
第
二
項
第

二

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
三
条
第
二
項
第

二
号
、
第
四
十
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
四
十
七
条
た
だ
し
書
、
第
四
十
八
条

二
号
、
第
四
十
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
四
十
七
条
た
だ
し
書
、
第
四
十
八
条

第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
た
だ
し

第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
た
だ
し

書
、
第
五
項
た
だ
し
書
、
第
六
項
た
だ
し
書
、
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
八
項
た

書
、
第
五
項
た
だ
し
書
、
第
六
項
た
だ
し
書
、
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
八
項
た

だ
し
書
、
第
九
項
た
だ
し
書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第

だ
し
書
、
第
九
項
た
だ
し
書
、
第
十
項
た
だ
し
書
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第

十
二
項
た
だ
し
書
、
第
十
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
十
四
項
た
だ
し
書
、
第
五
十

十
二
項
た
だ
し
書
、
第
十
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
十
四
項
た
だ
し
書
、
第
五
十

二
条
第
十
項
、
第
十
一
項
及
び
第
十
四
項
、
第
五
十
三
条
第
四
項
、
第
五
項
及

二
条
第
十
項
、
第
十
一
項
及
び
第
十
四
項
、
第
五
十
三
条
第
四
項
、
第
五
項
及

び
第
六
項
第
三
号
、
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
こ
れ
ら

び
第
六
項
第
三
号
、
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

の
規
定
を
同
法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
五
十
五
条
第
三
項
各
号
、
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
五

）
、
第
五
十
五
条
第
三
項
各
号
、
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
五

十
七
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
五
十
九
条
第
四
項
、
第
五
十
九
条
の
二
第

十
七
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
五
十
九
条
第
四
項
、
第
五
十
九
条
の
二
第

一
項
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
条
の
三
第
二
項
た
だ

一
項
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
条
の
三
第
二
項
た
だ

し
書
、
第
六
十
七
条
第
三
項
第
二
号
、
第
六
十
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三

し
書
、
第
六
十
七
条
第
三
項
第
二
号
、
第
六
十
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三

項
第
二
号
、
第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
、
第
六
十
八
条
の
五
の
三
第
二
項
、
第

項
第
二
号
、
第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
、
第
六
十
八
条
の
五
の
三
第
二
項
、
第

六
十
八
条
の
七
第
五
項
、
第
八
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
八
十
六

六
十
八
条
の
七
第
五
項
、
第
八
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
八
十
六

条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
、
第

条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
、
第

別
紙
１
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四角形
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八
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
八
十
六

八
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
八
十
六

条
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
、
同
法
第
五
十
七
条
の
二
第

条
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
、
同
法
第
五
十
七
条
の
二
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
並
び
に
同
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の

三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
並
び
に
同
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
三
条
の

二
、
第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
の
二
、
第
五
十
条
、
第
六
十
八
条
の

二
、
第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
の
二
、
第
五
十
条
、
第
六
十
八
条
の

二
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
の
九
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

二
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
の
九
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

三

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一

三

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一

年
法
律
第
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

年
法
律
第
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

四

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
四
条
第
一
項
及
び

四

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
四
条
第
一
項
及
び

第
三
十
五
条
第
二
項
各
号
の
許
可
並
び
に
同
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十

第
三
十
五
条
第
二
項
各
号
の
許
可
並
び
に
同
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

五

生
産
緑
地
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

五

生
産
緑
地
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

六

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二

五
の
二

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律

十
六
号
）
第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

第
二
十
六
号
）
第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

を
含
む
。
）
の
許
可

場
合
を
含
む
。
）
の
許
可

七

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九

五
の
三

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
百
十
六
条
第
一
項
、
第
百
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第

成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
百
十
六
条
第
一
項
、
第
百
九
十
七
条
第
一
項
及

二
百
八
十
三
条
第
一
項
の
許
可

び
第
二
百
八
十
三
条
第
一
項
の
許
可

八

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
十

五
の
四

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第

一
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
認
定
並
び
に
同
法
第
七
十

三
十
一
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
認
定
並
び
に
同
法
第

二
条
第
一
項
、
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

七
十
二
条
第
一
項
、
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項

に
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

並
び
に
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

九

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
七
十
六
条
第
一

六

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
七
十
六
条
第
一

項
の
許
可

項
の
許
可

十

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

六
の
二

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特

置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一

別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条

項
及
び
第
六
十
七
条
第
一
項
の
許
可

第
一
項
及
び
第
六
十
七
条
第
一
項
の
許
可

十
一

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関

六
の
三

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に

す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
許
可

関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
許
可

十
二

被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
七
条
第

六
の
四

被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
七
条

一
項
の
許
可

第
一
項
の
許
可
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十
三

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
三
十

七

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
三
十
二

二
条
第
一
項
の
承
認

条
第
一
項
の
承
認

十
四

新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
十
一
条

七
の
二

新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
十
一

第
一
項
の
承
認

条
第
一
項
の
承
認

十
五

旧
公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市
街
地
の
改
造
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

八

旧
公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市
街
地
の
改
造
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

三
十
六
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
（
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十

十
六
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
（
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四

四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

年
法
律
第
三
十
八
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
防
災
建
築
街
区
造
成
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第

有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
防
災
建
築
街
区
造
成
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百

百
十
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
許
可

十
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
許
可

十
六

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（

九

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
承
認

和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
承
認

十
七

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す

十

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る

る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
承
認

法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
承
認

十
八

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十

十
一

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十

号
）
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
及
び
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
承
認

号
）
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
及
び
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
承
認

十
九

都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
第
一
項
の
許
可

十
二

都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
第
一
項
の
許
可

二
十

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
第

十
三

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
第

四
号
に
係
る
同
項
の
許
可

四
号
に
係
る
同
項
の
許
可

二
十
一

住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
九
条
第
一

十
四

住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
九
条
第
一
項

項
の
許
可

の
許
可

二
十
二

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
、

十
五

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
、
第

第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
の
許
可

四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
の
許
可

二
十
三

宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
八
条

十
六

宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
八
条
第

第
一
項
本
文
及
び
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可

一
項
本
文
及
び
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可

二
十
四

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

十
六
の
二

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

律
第
七
十
八
号
）
第
百
五
条
第
一
項
の
許
可

法
律
第
七
十
八
号
）
第
百
五
条
第
一
項
の
許
可

二
十
五

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第

（
新
設
）

八
十
七
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
許
可

二
十
六

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
十
条
第
三

十
七

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
十
条
第
三
項

項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
及
び
第
二
十
二
条
第
三
項
の
許
可
並
び
に
同
法
第
七

、
第
二
十
一
条
第
三
項
及
び
第
二
十
二
条
第
三
項
の
許
可
並
び
に
同
法
第
七
十
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十
三
条
第
一
項
（
利
用
調
整
地
区
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に
基
づ
く

三
条
第
一
項
（
利
用
調
整
地
区
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
条

条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

例
の
規
定
に
よ
る
処
分

二
十
七

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項

十
八

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
、

、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
五

第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十

十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
五
十
八
条
の
六
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法

八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
五
十
八
条
の
六
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第

第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可

百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可

二
十
八

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）

十
八
の
二

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号

第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
の
許
可

）
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
の
許
可

二
十
九

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

十
九

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

三
十

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十

十
九
の
二

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百

三
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
八
条
第
一
項
、

二
十
三
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
八
条
第
一

第
八
十
二
条
及
び
第
八
十
七
条
第
一
項
の
許
可

項
、
第
八
十
二
条
及
び
第
八
十
七
条
第
一
項
の
許
可

三
十
一

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
（
同
法
第

二
十

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
（
同
法
第
三

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行
う

う
処
分

処
分

三
十
二

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
八
条
第

二
十
一

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
八
条
第

一
項
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
の
許
可

一
項
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
の
許
可

三
十
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四

二
十
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四

年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
許
可

年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
許
可

三
十
四

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す

二
十
二
の
二

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
七

一
項
の
許
可

条
第
一
項
の
許
可

三
十
五

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
二
第
一

二
十
三

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
二
第
一

項
並
び
に
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十

項
並
び
に
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十

四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可

四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可

三
十
六

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
九
十
一
条
第
一
項
の

二
十
四

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
九
十
一
条
第
一
項
の

許
可

許
可

三
十
七

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
八
条
の

二
十
五

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
八
条
の

三
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

三
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
許
可

）
の
許
可
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三
十
八

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条

二
十
六

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条

第
一
項
及
び
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び

第
一
項
及
び
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び

第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行
う
処
分
並
び
に
同
法

第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行
う
処
分
並
び
に
同
法

第
百
四
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

第
百
四
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
百
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

及
び
第
百
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

三
十
九

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
四
十
九
条
第
一

二
十
七

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
四
十
九
条
第
一

項
た
だ
し
書
（
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
若
し
く
は
第
五
十
六
条
の
三
第

項
た
だ
し
書
（
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
若
し
く
は
第
五
十
六
条
の
三
第

二
項
又
は
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
七
条
第
二

二
項
又
は
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
七
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
承
認

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
承
認

四
十

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
八

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭

三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
十
一
条
の
二
十
九
第
一
項
の
許
可

和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
十
一
条
の
二
十
九
第
一
項
の
許
可

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

第
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め
る

第
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め
る

も
の
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

も
の
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

る
法
律
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
を
含
む
。
）

る
法
律
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
を
含
む
。
）

に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都
市
計
画
法
施
行
法
（

に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都
市
計
画
法
施
行
法
（

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お
け
る
建
築
物
又
は
土
地
に
関
す

前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お
け
る
建
築
物
又
は
土
地
に
関
す

る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同
法
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
の

る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同
法
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
も
の

規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
も
の

を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
と
す
る
。

を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
と
す
る
。

一

都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項

一

都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項

、
第
四
十
一
条
第
二
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
五

、
第
四
十
一
条
第
二
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
五

十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項

十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
五
十
七
条
の
四
及
び
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
五
十
七
条
の
四
及
び
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防

災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
七

場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
七

条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
及

条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
及



- 6 -

び
第
二
項
、
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
、
第
六
十
五
条
第
一
項
並
び
に
第
六
十

び
第
二
項
、
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
、
第
六
十
五
条
第
一
項
並
び
に
第
六
十

七
条
第
一
項
及
び
第
三
項

七
条
第
一
項
及
び
第
三
項

二

建
築
基
準
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第

二

建
築
基
準
法
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第

四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
第
一

四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
第
一

項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
四
十
九
条
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

を
含
む
。
）
、
第
四
十
九
条
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
九
条
の
二
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て

場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
九
条
の
二
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
条
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
条
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
、

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
、

第
五
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三

第
五
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
十
六

項
ま
で
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
十
六

条
、
第
五
十
六
条
の
二
、
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項
、
第
五
十
七
条
の
四
第
一

条
、
第
五
十
六
条
の
二
、
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項
、
第
五
十
七
条
の
四
第
一

項
、
第
五
十
七
条
の
五
、
第
五
十
八
条
、
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

項
、
第
五
十
七
条
の
五
、
第
五
十
八
条
、
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
十
条
の
二

第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
十
条
の
二

第
一
項
、
第
二
項
、
第
三
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
一
項
、
第
二
項
、
第
三
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
六
項
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
六
項
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
及
び
第
四
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

で
及
び
第
四
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
、
第
六
十
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第

。
）
、
第
六
十
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
七
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
七
条
第

一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
六
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で

一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
六
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で

、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
八

、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
八

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
八
条
の
九
、
第
七

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
八
条
の
九
、
第
七

十
五
条
、
第
七
十
五
条
の
二
第
五
項
、
第
七
十
六
条
の
三
第
五
項
、
第
八
十
六

十
五
条
、
第
七
十
五
条
の
二
第
五
項
、
第
七
十
六
条
の
三
第
五
項
、
第
八
十
六

条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並

条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並

び
に
第
八
十
六
条
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項

び
に
第
八
十
六
条
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項

三

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項

三

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項

四

都
市
緑
地
法
第
八
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
、
第

四

都
市
緑
地
法
第
八
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
、
第

二
十
九
条
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
六
条
、
第

二
十
九
条
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
六
条
、
第

三
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
第
五
項
並
び
に
第
五
十
四
条
第

三
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
第
五
項
並
び
に
第
五
十
四
条
第

四
項

四
項
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五

生
産
緑
地
法
第
八
条
第
一
項

五

生
産
緑
地
法
第
八
条
第
一
項

六

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項

五
の
二

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
及
び
第

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

七

景
観
法
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
一

五
の
三

景
観
法
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
三

条
第
一
項
、
第
四
十
一
条
、
第
六
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条
第
一
項
、
第

十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
一
条
、
第
六
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条
第
一
項

七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項

、
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
六
条
第

、
第
八
十
六
条
、
第
八
十
七
条
第
五
項
並
び
に
第
九
十
条
第
四
項

一
項
、
第
八
十
六
条
、
第
八
十
七
条
第
五
項
並
び
に
第
九
十
条
第
四
項

八

土
地
区
画
整
理
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項

六

土
地
区
画
整
理
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項

、
第
百
条
第
二
項
並
び
に
第
百
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項

、
第
百
条
第
二
項
並
び
に
第
百
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項

九

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

六
の
二

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特

置
法
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
土
地
区
画
整
理
法
第
九
十
九
条
第
一
項

別
措
置
法
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
土
地
区
画
整
理
法
第
九
十
九
条
第

及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
条
第
二
項
並
び
に
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び

一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
条
第
二
項
並
び
に
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅

住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条

及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
条
第
一
項
、
第
二
十

第
一
項
及
び
第
六
十
七
条
第
一
項

六
条
第
一
項
及
び
第
六
十
七
条
第
一
項

十

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す

六
の
三

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に

る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項

関
す
る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項

十
一

被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
第
七
条
第
一
項

六
の
四

被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
第
七
条
第
一
項

十
二

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項

七

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項

十
三

新
都
市
基
盤
整
備
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
土
地
区
画
整
理
法

七
の
二

新
都
市
基
盤
整
備
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
土
地
区
画
整
理

第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
条
第
二
項
並
び
に
新
都
市
基
盤

法
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
条
第
二
項
並
び
に
新
都
市
基

整
備
法
第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
第
一
項

盤
整
備
法
第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
第
一
項

十
四

旧
公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市
街
地
の
改
造
に
関
す
る
法
律
第
十
三

八

旧
公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市
街
地
の
改
造
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条

条
第
一
項
（
都
市
再
開
発
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

第
一
項
（
都
市
再
開
発
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
防
災
建
築
街
区
造
成
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
防
災
建
築
街
区
造
成
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お

お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

十
五

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第

九

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
二

二
十
五
条
第
一
項

十
五
条
第
一
項

十
六

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す

十

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る

る
法
律
第
三
十
四
条
第
一
項

法
律
第
三
十
四
条
第
一
項

十
七

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条

十
一

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
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第
一
項
及
び
第
三
十
八
条
第
一
項

第
一
項
及
び
第
三
十
八
条
第
一
項

十
八

都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
四
第
一
項
、
第
六
十
六
条
第
一
項
及
び
第
九
十

十
二

都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
四
第
一
項
、
第
六
十
六
条
第
一
項
及
び
第
九
十

五
条
の
二

五
条
の
二

十
九

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十

十
二
の
二

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第

四
号
）
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項

三
十
四
号
）
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項

二
十

集
落
地
域
整
備
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項

十
二
の
三

集
落
地
域
整
備
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第

及
び
第
二
項

一
項
及
び
第
二
項

二
十
一

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三

十
二
の
四

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
九
十
七
条
第
一
項
、
第
二
百
三
十
条
、
第

三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
九
十
七
条
第
一
項
、
第
二
百
三
十
条
、

二
百
八
十
三
条
第
一
項
、
第
二
百
九
十
四
条
、
第
二
百
九
十
五
条
第
五
項
並
び

第
二
百
八
十
三
条
第
一
項
、
第
二
百
九
十
四
条
、
第
二
百
九
十
五
条
第
五
項
並

に
第
二
百
九
十
八
条
第
四
項

び
に
第
二
百
九
十
八
条
第
四
項

二
十
二

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
二
の
五

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
三
条

成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
三

第
一
項
及
び
第
二
項

条
第
一
項
及
び
第
二
項

二
十
三

港
湾
法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
四
号
、
第
四
十
条
第
一
項
、
第
四
十
五

十
三

港
湾
法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
四
号
、
第
四
十
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条

条
の
六
、
第
五
十
条
の
十
三
及
び
第
五
十
条
の
二
十

の
六
、
第
五
十
条
の
十
三
及
び
第
五
十
条
の
二
十

二
十
四

住
宅
地
区
改
良
法
第
九
条
第
一
項

十
四

住
宅
地
区
改
良
法
第
九
条
第
一
項

二
十
五

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十

十
五

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六

六
号
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
八
条

号
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
八
条

二
十
六

農
地
法
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項

十
六

農
地
法
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項

二
十
七

宅
地
造
成
等
規
制
法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
二
条
第
一
項

十
七

宅
地
造
成
等
規
制
法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
二
条
第
一
項

二
十
八

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
百
五
条
第
一
項

十
七
の
二

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
百
五
条
第
一

項

二
十
九

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
一
項

（
新
設
）

三
十

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
三
条

十
七
の
三

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
三
条

三
十
一

自
然
公
園
法
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条

十
八

自
然
公
園
法
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第

第
三
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
及
び
第
七
十
三
条
第
一
項
（
利

三
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
及
び
第
七
十
三
条
第
一
項
（
利
用

用
調
整
地
区
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

調
整
地
区
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

三
十
二

首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
三

十
八
の
二

首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十

条

三
条



- 9 -

三
十
三

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第

十
八
の
三

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律

百
三
号
）
第
十
四
条

第
百
三
号
）
第
十
四
条

三
十
四

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八

十
八
の
四

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

十
四
号
）
第
四
十
三
条

八
十
四
号
）
第
四
十
三
条

三
十
五

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
五
条
の
八
第
一

十
八
の
五

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
五
条
の
八
第

項

一
項

三
十
六

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
九

十
八
の
六

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
九

三
十
七

河
川
法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第

十
九

河
川
法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一

一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
五
十
八
条
の

項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
五
十
八
条
の
六

六
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

を
含
む
。
）

含
む
。
）

三
十
八

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十

十
九
の
二

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第

八
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条

十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条

三
十
九

海
岸
法
第
八
条
第
一
項

二
十

海
岸
法
第
八
条
第
一
項

四
十

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
二

二
十
の
二

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
五

条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
八

十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七

条
第
一
項
、
第
八
十
二
条
及
び
第
八
十
七
条
第
一
項

十
八
条
第
一
項
、
第
八
十
二
条
及
び
第
八
十
七
条
第
一
項

四
十
一

砂
防
法
第
四
条
（
同
法
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

二
十
一

砂
防
法
第
四
条
（
同
法
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

四
十
二

地
す
べ
り
等
防
止
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項

二
十
二

地
す
べ
り
等
防
止
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項

四
十
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項

二
十
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項

四
十
四

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す

二
十
三
の
二

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

る
法
律
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項

関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項

四
十
五

森
林
法
第
十
条
の
二
第
一
項
、
第
十
条
の
十
一
の
六
、
第
三
十
一
条
（

二
十
四

森
林
法
第
十
条
の
二
第
一
項
、
第
十
条
の
十
一
の
六
、
第
三
十
一
条
（

同
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
四
条

同
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
四
条

第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）

る
場
合
を
含
む
。
）

四
十
六

森
林
経
営
管
理
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
七
条
第
三
項

二
十
四
の
二

森
林
経
営
管
理
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
七
条
第

及
び
第
三
十
七
条
第
三
項

三
項
及
び
第
三
十
七
条
第
三
項

四
十
七

道
路
法
第
四
十
七
条
の
九
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
、
第
四
十
八

二
十
五

道
路
法
第
四
十
七
条
の
九
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
、
第
四
十
八

条
の
三
十
九
及
び
第
九
十
一
条
第
一
項

条
の
三
十
九
及
び
第
九
十
一
条
第
一
項



- 10 -

四
十
八

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
条

二
十
五
の
二

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第

十
条

四
十
九

全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十

二
十
六

全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十

一
条
第
一
項
（
同
法
附
則
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

一
条
第
一
項
（
同
法
附
則
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

五
十

土
地
収
用
法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に

二
十
七

土
地
収
用
法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

五
十
一

文
化
財
保
護
法
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十

二
十
八

文
化
財
保
護
法
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準

六
条
第
一
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
、

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
、

第
百
二
十
八
条
第
一
項
、
第
百
四
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

第
百
二
十
八
条
第
一
項
、
第
百
四
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
百
八
十
二
条
第
二
項

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
百
八
十
二
条
第
二
項

五
十
二

航
空
法
第
四
十
九
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
又
は
自

二
十
九

航
空
法
第
四
十
九
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
又
は
自

衛
隊
法
第
百
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十

衛
隊
法
第
百
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十

六
条
の
三
第
一
項

六
条
の
三
第
一
項

五
十
三

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
十
四
条
第

三
十

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
十
四
条
第
一

一
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
（

項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
（
こ

こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

含
む
。
）

む
。
）

五
十
四

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
五

三
十
の
二

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

十
一
条
の
二
十
九
第
一
項

五
十
一
条
の
二
十
九
第
一
項

五
十
五

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

三
十
一

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
十
九
第
一
項
及
び
第
三
項

三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
十
九
第
一
項
及
び
第
三
項

五
十
六

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
九
条
並
び
に

三
十
二

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
九
条
並
び
に

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項

五
十
七

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
四
十
五

三
十
三

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
四
十
五

条
の
七
、
第
四
十
五
条
の
八
第
五
項
及
び
第
四
十
五
条
の
十
一
第
四
項
（
こ
れ

条
の
七
、
第
四
十
五
条
の
八
第
五
項
及
び
第
四
十
五
条
の
十
一
第
四
項
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
五
条
の
十
三
第
三
項
、
第
四
十
五
条
の
十
四
第
三
項

ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
五
条
の
十
三
第
三
項
、
第
四
十
五
条
の
十
四
第
三
項

、
第
四
十
五
条
の
二
十
一
第
三
項
、
第
七
十
三
条
第
二
項
及
び
第
百
九
条
の
四

、
第
四
十
五
条
の
二
十
一
第
三
項
、
第
七
十
三
条
第
二
項
及
び
第
百
九
条
の
四

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
五
条
の
二
十
、
第
八

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
五
条
の
二
十
、
第
八

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
百
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
百
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
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五
十
八

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
七
条
の
十
八
第

三
十
三
の
二

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
七
条
の
十

一
項
及
び
第
三
項

八
第
一
項
及
び
第
三
項

五
十
九

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

三
十
四

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
第
三
項
及
び
第
五

成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
第
三
項
及
び
第
五

十
条
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
五
十
一
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準

十
条
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
五
十
一
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

六
十

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
四
十
九

三
十
五

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
四
十

条
の
五
（
同
法
第
四
十
九
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

九
条
の
五
（
同
法
第
四
十
九
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）

。
）

六
十
一

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二

三
十
六

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二

号
）
第
六
十
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項

号
）
第
六
十
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項

六
十
二

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
五

三
十
七

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
五

十
五
号
）
第
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項

十
五
号
）
第
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め
る
も
の

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
宅
地
の
貸
借
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
制
限
の
う
ち
、
都
市

は
、
宅
地
の
貸
借
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
制
限
の
う
ち
、
都
市

計
画
法
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四

計
画
法
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四

項
並
び
に
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
第
三
十
一

項
並
び
に
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
第
三
十
一

条
、
新
都
市
基
盤
整
備
法
第
五
十
条
、
流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律

条
、
新
都
市
基
盤
整
備
法
第
五
十
条
、
流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律

第
三
十
七
条
第
一
項
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
及

第
三
十
七
条
第
一
項
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
及

び
第
八
条
並
び
に
文
化
財
保
護
法
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基

び
第
八
条
並
び
に
文
化
財
保
護
法
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基

づ
く
も
の
以
外
の
も
の
で
、
当
該
宅
地
に
係
る
も
の
と
す
る
。

づ
く
も
の
以
外
の
も
の
で
、
当
該
宅
地
に
係
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め
る
も
の

３

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
建
物
の
貸
借
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
第
三
十
二
条
第

は
、
建
物
の
貸
借
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
第
三
十
二
条
第

一
項
、
新
都
市
基
盤
整
備
法
第
五
十
一
条
第
一
項
及
び
流
通
業
務
市
街
地
の
整
備

一
項
、
新
都
市
基
盤
整
備
法
第
五
十
一
条
第
一
項
及
び
流
通
業
務
市
街
地
の
整
備

に
関
す
る
法
律
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
で
、
当
該
建
物
に
係

に
関
す
る
法
律
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
で
、
当
該
建
物
に
係

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。



改正後
重 要 事 項 説 明 書

（売買・交換）
（第九面）

記載要領
① Ⅰの１について

「所有権に係る権利に関する事項」の欄には、買戻しの特約、各種仮登記、差押え等登記記
録の権利部（甲区）に記録された所有権に係る各種の登記事項を記載すること。

② Ⅰの２の（１）について
「用途地域名」の欄には、第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、第一種中高

層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域、
近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域又は工業専用地域のいずれかに該当する場合
にはその地域名を記入し、「制限の内容」の欄には、建築物の用途制限、道路斜線制限、隣地
斜線制限、日影制限等の制限の内容を記入すること。

③ Ⅰの２の（２）について
「法令名」の欄には下記から該当する法律名を、「制限の概要」の欄にはその法律に基づく

制限の概要を記入すること。

（注）数字は、宅地建物取引業法施行令第３条第１項各号に掲げる法令それぞれの各号の番号で
あるので法令のどの条項が説明事項であるか確認すること。

④ Ⅰの３について
略図等をもって説明する方が説明しやすい場合には、「備考」の欄にその略図等を記すこと。

⑤ Ⅰの４について
イ 「施設の整備予定」の欄の「排水」の項のかっこ書には、整備が予定されている施設の種

別を記すこと。
ロ 負担金の額が概算額である場合には、その旨を「備考」の欄に記すこと。

⑥ 各欄とも記入事項が多い場合には、必要に応じて別紙に記入しそれを添付するとともに、該
当部分を明示してその旨を記すこと。

３　  古都保存法 １７ 　流通業務市街地整備法 ３２　  首都圏近郊緑地保全法 ４８　  踏切道改良促進法

４　  都市緑地法 １８　 　都市再開発法
３３　  近畿圏の保全区域の整備に関する

 法律
４９　  全国新幹線鉄道整備法

５　  生産緑地法 １９　  沿道整備法 ３４　  都市の低炭素化の促進に関する法律 ５０ 　土地収用法

６　  特定空港周辺特別措置法 ２０　  集落地域整備法 ３５　  水防法 ５１　  文化財保護法

７　  景観法
２１　  密集市街地における防災街区の整備

 の促進に関する法律
３６　  下水道法

５２ 　航空法（自衛隊法において準用する場合
 を含む。）

８　  土地区画整理法
２２　  地域における歴史的風致の維持及び

 向上に関する法律
３７ 　河川法 ５３　  国土利用計画法

９　  大都市地域における住宅及び住宅地
 の供給の促進に関する特別措置法

２３　  港湾法 ３８　  特定都市河川浸水被害対策法
５４　  核原料物質、核燃料物質及び原子炉の

 規制に関する法律

１０　 地方拠点都市地域の整備及び産業業
 務施設の再配置の促進に関する法律

２４　  住宅地区改良法 ３９ 　海岸法 ５５ 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律

１１　 被災市街地復興特別措置法 ２５　  公有地拡大推進法 ４０　  津波防災地域づくりに関する法律 ５６　  土壌汚染対策法

１２　 新住宅市街地開発法 ２６ 　農地法 ４１ 　砂防法 ５７ 　都市再生特別措置法

１３　 新都市基盤整備法 ２７ 　宅地造成等規制法 ４２　  地すべり等防止法 ５８　  地域再生法

１４　 旧市街地改造法（旧防災建築街区造
 成法において準用する場合に限る。）

２８　 マンションの建替え等の円滑化に
関する法律

４３　  急傾斜地法
５９ 　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の

 促進に関する法律

４４　  土砂災害防止対策推進法

４５ 　森林法

３０　  都市公園法 ４６ 　森林経営管理法 ６１ 　東日本大震災復興特別区域法

３１ 　自然公園法 ４７　  道路法 ６２ 　大規模災害からの復興に関する法律

１６　 近畿圏の近郊整備区域及び都市開発
 区域の整備及び開発に関する法律

１５　 首都圏の近郊整備地帯及び都市開発
 区域の整備に関する法律

６０ 　災害対策基本法
２９ 　長期優良住宅の普及の促進に関する

 法律

別紙２

重要事項説明の様式例(抜粋)



改正後
重 要 事 項 説 明 書
（区分所有建物の売買・交換）

（第十一面）

記載要領
① Ⅰの１について

イ 「土地」及び「建物」は、一棟の建物及びその敷地のうち取引に係るものについて記載す
ること。

ロ 「所有権に係る権利に関する事項」の欄には、買戻しの特約、各種仮登記、差押え等登記
記録の権利部（甲区）に記録された所有権に係る各種の登記事項を記載すること。

② Ⅰの２の（１）について
「用途地域名」の欄には、第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、第一種中高

層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域、
近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域又は工業専用地域のいずれかに該当する場合
にはその地域名を記入し、「制限の内容」の欄には、建築物の用途制限、道路斜線制限、隣地
斜線制限、日影制限等の制限の内容を記入すること。

③ Ⅰの２（２）について
「法令名」の欄には下記から該当する法律名を、「制限の概要」の欄にはその法律に基づく

制限の概要を記入すること。

（注）数字は、宅地建物取引業法施行令第３条第１項各号に掲げる法令それぞれの各号の番号で
あるので法令のどの条項が説明事項であるか確認すること。
④ Ⅰの３について

略図等をもって説明する方が説明しやすい場合には、「備考」の欄にその略図等を記すこと。
⑤ Ⅰの４について

イ 「施設の整備予定」の欄の「排水」の項のかっこ書には、整備が予定されている施設の種
別を記すこと。

ロ 負担金の額が概算額である場合には、その旨を「備考」の欄に記すこと。
⑥ 各欄とも記入事項が多い場合には、必要に応じて別紙に記入しそれを添付するとともに、そ

の旨を記すこと。特に、規約等の内容を記入する欄については、そのすべてを記入することに
代えて、その写しをを添付することで足りるものとする（ただし、該当部分を明示すること）。

３　  古都保存法 １７ 　流通業務市街地整備法 ３２　  首都圏近郊緑地保全法 ４８　  踏切道改良促進法

４　  都市緑地法 １８　 　都市再開発法
３３　  近畿圏の保全区域の整備に関する

 法律
４９　  全国新幹線鉄道整備法

５　  生産緑地法 １９　  沿道整備法 ３４　  都市の低炭素化の促進に関する法律 ５０ 　土地収用法

６　  特定空港周辺特別措置法 ２０　  集落地域整備法 ３５　  水防法 ５１　  文化財保護法

７　  景観法
２１　  密集市街地における防災街区の整備

 の促進に関する法律
３６　  下水道法

５２ 　航空法（自衛隊法において準用する場合
 を含む。）

８　  土地区画整理法
２２　  地域における歴史的風致の維持及び

 向上に関する法律
３７ 　河川法 ５３　  国土利用計画法

９　  大都市地域における住宅及び住宅地
 の供給の促進に関する特別措置法

２３　  港湾法 ３８　  特定都市河川浸水被害対策法
５４　  核原料物質、核燃料物質及び原子炉の

 規制に関する法律

１０　 地方拠点都市地域の整備及び産業業
 務施設の再配置の促進に関する法律

２４　  住宅地区改良法 ３９ 　海岸法 ５５ 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律

１１　 被災市街地復興特別措置法 ２５　  公有地拡大推進法 ４０　  津波防災地域づくりに関する法律 ５６　  土壌汚染対策法

１２　 新住宅市街地開発法 ２６ 　農地法 ４１ 　砂防法 ５７ 　都市再生特別措置法

１３　 新都市基盤整備法 ２７ 　宅地造成等規制法 ４２　  地すべり等防止法 ５８　  地域再生法

１４　 旧市街地改造法（旧防災建築街区造
 成法において準用する場合に限る。）

２８　 マンションの建替え等の円滑化に
関する法律

４３　  急傾斜地法
５９ 　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の

 促進に関する法律

４４　  土砂災害防止対策推進法

４５ 　森林法

３０　  都市公園法 ４６ 　森林経営管理法 ６１ 　東日本大震災復興特別区域法

３１ 　自然公園法 ４７　  道路法 ６２ 　大規模災害からの復興に関する法律

１６　 近畿圏の近郊整備区域及び都市開発
 区域の整備及び開発に関する法律

１５　 首都圏の近郊整備地帯及び都市開発
 区域の整備に関する法律

６０ 　災害対策基本法
２９ 　長期優良住宅の普及の促進に関する

 法律

別紙２



改正後
重 要 事 項 説 明 書

（宅地の貸借）
（第七面）

記載要領
① Ⅰの１について

「所有権に係る権利に関する事項」の欄には、買戻しの特約、各種仮登記、差押え等登記記
録の権利部（甲区）に記録された所有権に係る各種の登記事項を記載すること。

② Ⅰの２（１）について
「用途地域名」の欄には、第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、第一種中高

層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域、
近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域又は工業専用地域のいずれかに該当する場合
にはその地域名を記入し、「制限の内容」の欄には、建築物の用途制限、道路斜線制限、隣地
斜線制限、日影制限等の制限の内容を記入すること。

③ Ⅰの２（２）について
「法令名」の欄には下記から該当する法律名を、「制限の概要」の欄にはその法律に基づく

制限の概要を記入すること。

（注）数字は、宅地建物取引業法施行令第３条第１項各号に掲げる法令それぞれの各号の番号で
あるので法令のどの条項が説明事項であるか確認すること。

③ Ⅰの３について
略図等をもって説明する方が説明しやすい場合には、「備考」の欄にその略図等を記すこと。

④ Ⅱの６について
「一般借地契約」、「定期借地契約」のいずれに該当するかを明示すること。

⑤ 各欄とも記入事項が多い場合には、必要に応じて別紙に記入しそれを添付するとともに、該
当部分を明示してその旨を記すこと。

３　   古都保存法 １７ 　　流通業務市街地整備法 ３２　　 首都圏近郊緑地保全法 ４８　　 踏切道改良促進法

４　   都市緑地法 １８　 　都市再開発法
３３　　 近畿圏の保全区域の整備に関する
         法律

４９　　 全国新幹線鉄道整備法

５　   生産緑地法 １９　　 沿道整備法 ３４　　 都市の低炭素化の促進に関する法律 ５０ 　　土地収用法

６　　 特定空港周辺特別措置法 ２０　　 集落地域整備法 ３５　　 水防法 ５１　　 文化財保護法

７　　 景観法
２１　　 密集市街地における防災街区の整備
         の促進に関する法律

３６　　 下水道法
５２ 　　航空法（自衛隊法において準用する場合
         を含む。）

８　　 土地区画整理法
２２　　 地域における歴史的風致の維持及び
         向上に関する法律

３７ 　　河川法 ５３　　 国土利用計画法

９　　 大都市地域における住宅及び住宅地
       の供給の促進に関する特別措置法

２３　　 港湾法 ３８　　 特定都市河川浸水被害対策法
５４　　 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の
         規制に関する法律

１０　 地方拠点都市地域の整備及び産業業
       務施設の再配置の促進に関する法律

２４　　 住宅地区改良法 ３９ 　　海岸法 ５５ 　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律

１１　 被災市街地復興特別措置法 ２５　　 公有地拡大推進法 ４０　　 津波防災地域づくりに関する法律 ５６　　 土壌汚染対策法

１２　 新住宅市街地開発法 ２６ 　　農地法 ４１ 　　砂防法 ５７ 　　都市再生特別措置法

１３　 新都市基盤整備法 ２７ 　　宅地造成等規制法 ４２　　 地すべり等防止法 ５８　　 地域再生法

１４　 旧市街地改造法（旧防災建築街区造
       成法において準用する場合に限る。）

２８　　 マンションの建替え等の円滑化に
         関する法律

４３　　 急傾斜地法
５９ 　　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の
         促進に関する法律

４４　　 土砂災害防止対策推進法

４５ 　　森林法

３０　　 都市公園法 ４６ 　　森林経営管理法 ６１ 　　東日本大震災復興特別区域法

３１ 　　自然公園法 ４７　　 道路法 ６２ 　　大規模災害からの復興に関する法律

１６　 近畿圏の近郊整備区域及び都市開発
       区域の整備及び開発に関する法律

１５　 首都圏の近郊整備地帯及び都市開発
       区域の整備に関する法律

６０ 　　災害対策基本法
２９ 　　長期優良住宅の普及の促進に関する
         法律

別紙２



【長期優良住宅の認定基準】

●住宅の質の向上及び円滑な取引環境の整備のための
長期優良住宅の普及の促進に関する法律等の一部を改正する法律

【目標・効果】
優良な住宅ストック形成、住宅の円滑な取引環境の整備を通じて、質の高い既存住宅の流通を促進

（ＫＰＩ） 認定長期優良住宅のストック数 113万戸（R1）⇒約250万戸（R12）

長期優良住宅の普及促進等 （長期優良住宅法・住宅品確法の改正）

① 認定対象の拡大等

○ 共同住宅について、区分所有者がそれぞれ認定を受ける
仕組みから管理組合が一括して認定を受ける仕組みに変更
（住棟認定の導入）＜予算関連＞【公布後９ヶ月以内施行】

※併せて、省エネルギー性能の向上のための基準の見直し【告示改正】

○ 共同住宅の認定基準の合理化等【告示改正】

（賃貸住宅の特性を踏まえた基準の設定等）

○ 良質な既存住宅を長期優良住宅として認定する制度を創設
【公布後１年６ヶ月以内施行】

② 認定手続の合理化

○ 住宅性能評価を行う民間機関が住宅性能評価と長期優良
住宅の基準の確認を併せて実施【公布後９ヶ月以内施行】

③ 頻発する豪雨災害等への対応

○ 認定基準に災害リスクに配慮する基準を追加＜予算関連＞

（災害の危険性が特に高いエリアを認定対象から除外等）

既存住宅に係る紛争処理機能の強化等 （住宅品確法・住宅瑕疵担保履行法の改正）

【住宅のトラブル等に関する電話相談件数】

法律の概要

＜その他＞住宅事業者による基準日ごとの届出手続の電子化等

④ 住宅紛争処理制度の拡充

○ リフォーム、既存住宅売買等に関する瑕疵保険に加入
した住宅に係る紛争を住宅紛争処理の対象に追加

【公布後１年６ヶ月以内施行】

○ 住宅紛争処理に時効の完成猶予効を付与
【令和３年９月30日施行】

⑤ 住宅紛争処理支援センターの機能強化

○ 住宅紛争処理支援センターによる住宅の瑕疵情報の
収集・分析と活用＜予算関連＞【令和３年９月30日施行】

か し

か し

○ 多世代にわたり良質な住宅が引き継がれ
る住宅循環システムの普及・定着を図り、
脱炭素社会の実現にも貢献していくため、
長期優良住宅の普及促進と住宅の円滑な
取引環境の整備（特に紛争処理機能の強
化）が必要。

ストックベース
（2009 - 2019）

新築ベース
（2019）

合計 113万戸（2％）※1 10.7万戸（12％）※2

戸建住宅 111万戸 10.6万戸（25％）※2

共同住宅 2万戸 0.1万戸（0.2％）※2

【長期優良住宅の認定実績】

※１ 居住世帯のあるストック総数約5,400万戸（H30住宅土地統計調査）に占める割合

※２ 新築住宅着工全体に占める割合

背景・必要性

<1>住宅の長寿命化の
ために必要な条件

・劣化対策、耐震性
維持管理・更新容易性 等

<2>社会的資産として
求められる要件

<3>長く使っていく
ために必要な要件

<4>その他必要とされる
要件

・高水準の省エネルギー性能
・基礎的なバリアフリー性能

（共同住宅のみ）

・維持保全計画の提出 ・住環境への配慮
・災害への配慮（新設）
・住戸面積

リフォーム

既存住宅売買

2,279件（H22） 8,238件（R1）

682件（H26） 970件（R1）

約3.6倍
⇒

約1.4倍
⇒

※（公財）住宅リフォーム・紛争処理支援センターの「住まいる
ダイヤル」で受け付けた相談件数

※現行制度の優遇措置
・税制、融資の優遇
・補助制度の適用

令和３年５月28日公布

【公布後９ヶ月以内施行】

(概要)

(参考)



「長期優良型」総合設計（長期優良法第18条）

◇敷地面積の最低限度（施行令第５条・新設）
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長期優良型

総合設計制度
1,000㎡ 500㎡ 1,000㎡ 300㎡ 500㎡ 1,000㎡

（総合設計制度※） （3,000㎡） （2,000㎡） （3,000㎡） （1,000㎡） （2,000㎡） （2,000㎡）

一定規模以上の敷地面積を有する認定長期優良住宅について、特定行政庁が市街地の環境の整備改善に資する
と認めて許可した場合に、容積率制限を緩和する。

◇制度のイメージ

容積率の緩和

通常の建築計画 長期優良型総合設計制度

長期優良計画の認定
＋特定行政庁の許可

※ 容積率の緩和に関する類似の制度である「総合設計制度」（建築基準法第59条の２）との比較




